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SEデータ・センター報告
広　沢　曄　夫・由　脇　菊　ヲミ・佐　伯　信　再

1．飛しょう実験，地上実験記録

1961年10月実験

稟験期間110月18El～10月31［
実験場所：東京大学秋田実験場

　実験ロケット：K－8－8（ID－7），　FN－150，　1く一8－9（ID

＿g，AG－3）

　実験班の構成：

　K－8－8実験主任　斉藤・副主任　玉木

　］IEI，g　45名（生研・逝研・電波研）所外2工名（プリンス臼

動車・臼木電気・明星電気・横河電機・松下通信・ユシヤ製作

所）1まかにアルバイト学生25名

　FN－150実験主任　玉木

　所内33名（生研），所外1ユ名（プサンスiヨ動車明星τ置気）

ほかにアルバイト学生25名

　K－8－9　実験主任　玉木・副主任　斉藤

　所内5］名（生研・電波研・東京天文台）所外18名（プリ
ンス自動車・日本竃煮・明星電気・横河電機・久保田気象測器）

ほかにアルバイト学生25名

　10月18日二実験器材荷物の開樒点検お．よび整理

　ユO月19i・1；実験場内の準備作業，10時警備打合会

漱田1・13時記者会見く秋田｝，15時道川協議会，午

後K－8－8、FN・－1501コケ＋／卜実験場到着．

　10月20日：K－8－8ロケフトの開相1点検，13U？s　30

分K－S－8の宝員打合会．主任より観測項据の説明，各

Sia）準備作業状況の報告，リハーサルについての打合せ

等を行なう．

　10月21旧：王O時｝より13時40分までK－8－8の

リハーサルを行なう．報道班および来賓の見学があっ

た・：Jハーサル終了後タイムスケジニール検討のためチ

ーフ会議を行なう，その他レーダのアンテナテスト，計

瀦器の衝撃テスト，開頭テスb等を行なう．

10月22日：午前テレメータと各計測羅のかみ合せ

識午後チー－7会議を行ない作　　／・の進行状況をチ。。

クし・明23日飛し、う日の発射騨1について打rsせを

hオ汀’Sう．その他テレメータのアンテナテスト，レーダ｝

フンスポンダの気密テスト等を行なラ．

10月231コ燦験場到着しすく’にチーフ会議を開

き天繰が悪いので飛しょう時間について討議したがll

睦噺しし・天気予搬が入るのでeitまで待期し，11時に

再びチーフ会議を開く．天候が思わしくたく飛しょうす

゜としても時ll肪運くt：・・」ID観測班の希望もあり飛

し・沁駒・に．X．pa．する事、副ξ定した．・暇K．8．9

：！ケ：ノ　ト実験場tこう吾可テtr．

10月24f’1　tK－8－8飛しょう．12時59分　上下角

81°・地上風北4m／・，気温1。．5°C，メ価1032　mb、天

候くもり．

　　1G月251’L］　：午前FN－150の≦重員打合会．各班の準

備状況の報告，リハーサ・レの打合せを行なう，13時よ

　り14時まで1」ハーサルを行ないその後チーフ会議を開

　きタイムスケジュールの打合せを行なった．

　　le月261コ：FN－150飛しょう．1工時43分　上下

角45°・地」・風献9m／・，メて温13°C，気圧ユ025　mb，

天候Hh．

　10月27El：午前K－8－9の！粥頭テスト，13時K－8

－9の全員打合会．各班の準備状況と予笈について報告，

リハーサルについて打合せを行なう．

　午後AGの衝盤テスト，突出テストを行なう．一部

のもめ残業し夜問実験に備えて夜間照明の準備を行なう

た．

　10Jl　28口・夜間実験のiJパーサ’レのため午後出勤，

観測器とテレメータのかみ合せを行tsう．16時よりリ

ハー Tルに入り終了後チーフ会議を開きタイムスケジュ

ールについて打合せを行なった．

　10月29日：午後出勤，チーフ会議を行ない天候に

ついて検討し風速が大きく，よわまる見適しがないので

飛しょうは明日に延期する二とに決定した．

　10月301ヨ：K－8－9飛しょう．20時13分上下角

80b，地上風北東4m／s，気温9°C，気圧1030mb，天
候晴．

　10月31凹：実験器材の撤収作業

　1961年12月実験

　実験期間：12月16日～12月26日

　実験場所；東京大学秋田災験場

　実験ロケント：RT－150，　K－9　L－2（ID－9）

　実験班の構成：

　RT一三50実験叢i任　森・副主イ壬　野村L

　所内41名（生研），所外27名（プリンス自動藤明星電気・

　三琵電機）ほかにアルバイト学生31名

　K－9　L－2実験主任　森・副主任　野村

　所内52名（生研・堆波研），所外27名（プyンス呂動車・
日本電気・明星電気・三菱量機・横河電槌・松下避信・ユシヤ
製作所）

　t2月16日：ll時警備打合会（秋田），13時記者会
見　｛秋田，，　15　fi寺三首川協1譲会

　12　月　 17　［1：RT－150－1　’廷員打’合三こ，　護三｛壬より実験

計画概要の説明，各班より準備状況およびスケジュール

の報告が行・なおれた．

　12月181コ：午前RT－75のチーフ会議，発射方向
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および発財角度について打合せを行なった．ユOillS　52

分，12時27分，13時28分の3回にわたって、レー

ダテスト用のRT－75型の飛し：うテストを行なった，

実験後RT－150‘Dスケジュールについてチーフ会議を

行なった．

　12月19日：RT－150－1飛しょうのタイムスケジュ

ールに入ったが，途中降雨がはげしく中止となる．午

後，今後の予窟についてチーフ会議を行なう．

　12月20日：RT－150－1飛しxう．15時05分上下

角4se，地上風北西10　rn／s，気温4℃，気圧1009　mb，

天候くもり．飛しょう後K－9　L－2関係のチーフ会議を

行たい準備状況をチェックした．

　12．月21H：午前，1〈－9　L－2の全員打合会．　IJハー

サルの打台せ，各班の準備状況の報告等が行なわれた．

打合せ会後開頭テストを行なった．異常なく開頭した．

午後，K－9L－2のリハーサルを行なった、

　12月22日：午前，レーダの衝1撃テスト，アンテナ

テストを行なう．午後チーフ会議を行ない天気予報およ

びスケジュールの検討を行なう．

　12月23日：K－9　L－2の飛しょう準備を行なったが，

天候不良のため11時45分飛しょうは：1：止となった．

午後チーフ会議の結果明24日は全員休みとし，飛しょ

うは25日に決まった．

　12月24日：全員休み

　12月25日：K－9L－2の飛しょう予定であったが強

風のため実験は26日に延期になった．

　12．月26日：K－9L－2飛しょう．14時05分上

下角81e、地上風北々西5m／s，気温4℃，気圧1010

mb，天候くもり，

　1962年3月実験

　笑験期間：　3月　22　臼一4月1日

　実験場所：東京大学秋田爽験場

　実験ロケット：HT－150，　L－7353Sエンジン（地上実験）

　実験班の構成：

　HT－150実験主任　玉木・副主任　野村

　所内記名（生研），所外16名（プリンス自動車・明星電気

　・三菱竃機・根下通信）ほかにアルバイbユ名

　L－一一7353S　実駿主任　糸川・副主任　秋葉

　所内34名（生研）所外14名（プリンス自動皐・松下通信・
　ユシヤ製作所）

　3月22日：実験器材の開梱，点検

　3月23日二L－7353S用計測器の謁整

　3月24H：11時L－73539エンジン実験場へ搬入，

開梱して点検し，テストベンチにセ7トする．推力計の

仮セット．11時警備打合会（秋田｝，13時記者会見（秋

田），15時道川協議会，L－73599エンジンの報道班見

学があった．

　3月25臼：午朗HT・－150用ランチ＋の運搬および
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角度付け練習，L－7353Sエンジンのゲージ貼り付け位

置の決定，午後L－7353Sエンジン恒温室へ格納，　LM

テストスタンドの調整および修被式の準備．

　3月26日：午前LM　テストスタンドの修被式を行

なう．13時HT－150全員打合会。各班の準備状況およ

び予定について打合せる．13時30分］L－7353fi全員打

合会，警備，ijハーサル，報道関係等について打台おせ

る，14時細部についての打合せ会を行なう．

　3月27日：9時HT・－150のチーフ会謎を行ない作

業進行状況の確認，IJハーサルについての打合せを行な

う．午前HT－15⑪の計器の衝繋試1験・12時30分よリ

リハーサル開始14時15分終了．終了後チーフ会議を

行ないタイムスケジュールについて検討を行なう．

　3月29日：午前HT－150飛しょうの準備を行なっ

たが，風が強く飛し上うは無理と思われたのでチーフ会

議を闘き検討の結果，天候回復の見込みがないので飛し

ょうは29日に延期することに決定した．

　3月29田：HT・－150飛しょう・11時34分　上下角

60e，地上風北西7m～s，気温6℃，気J．：E　1021　mb，天

候暗．12時301分L－735馳の打合・せ会を行なう．’午

後エンジンをテストベンチへ運搬，エンジンに各ゲージ

の貼り付けを行なう．

　3月30日：午前L－735第のUハーサル準備，13時

リハーサル捌始，16時30分終了．終了後タイムスケ

ジa一ルの検討を行なう，

　3月31日：L－7359Sエンジン地上実験．16時05

分点火，気温11℃，気圧1022mb，天候叫lj．

　1962年5月実験
　≡ヌξ場寅其月1「il：　5ノ署　191ヨー》5H　25日

　実験場所：東京大学秋田実験土島F

　実験ロケット：K－8－10（工D－IO，　AG－1）

　実験班の構成：実験主任　野村・副主任　森

　所内54名（生研・適研・電波研・來北大）所外24名（プ
リンス臼動車・日本電気・明星電気・三i萸電機・横河電棲‘副

機舎tユシヤ製作所）

　5月19日：実験器材の開翻，点検，整理．

　5∫ヨ20日：夜闘照明の設置作業，各班準備作業

　5月21日：午荊K－8・－10ロケット実験場搬入，11

時警備打合会（秋田），13時記者会見（秋田），15時道

川協議会．その他観測点の閉設，1コケットの鵜梱等を汀

なう．

　5月22日午商欄頭試験のための頭胴部績立．13詩

全財拾会，各班の準備状況および作業予定について打

合せを行なう．16時より麗頭テスト，頭胴部の1溺獣

験等を行なう．19時よ腋間照明の才ペレーシ・7iJ

ハーサルを行たう．

　5月23日：午前チーフ会議を行ないリハーサルのス

ケジュールの打合せ，天気予報の検討を行なう．午後テ
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〃一タと計器のかみ合せ試験17時より　ハ山サル

を囲始20時終了、終了後タイムスケジュールの検討を

行r，£う・

　5月24El　：K－8－10ロケット飛しょう、19　HG　50分・

上下fij　81　e・

　5月25H：K－8－10ロケット英験結果の検討，器材

の撤収イ乍業を行：なラ・

　1962年8月実験

　実験期問：8月14日～8月23日
　実験場所：東京大学鹿児鵬宇宙空悶観測所

　実験ロケ跡ト：AT－150，　K－8　L－t、

　実験班の構成：実験主任　森・副主任　野村

　所内43名（生研），所外18名（プリンス自動車・帝国火工

　日本電気・明星電気・松下通信）

　8月14日：10時30分　鹿児島県協力会，12時

記者会見（鹿児島）夜半実験班員内の浦着．

　8月15日：10時内の浦町協力会，秋田実験場より

の器材到着．各班荷物の開櫨作業．

　8月16日：ランチャおよびレッカ高山所，実験場へ

搬入．

　S月・17日：チーフ会議を行ない各班の作業の準備状

況および実験期間中の注意事項の説明が行なわれた．

午後6時より9時まで町役場および漁業組合にょる歓

運会♪二あった．

　S月1＄日：ロケット高山駅より実験場へ搬入．10

時15分高山発，15時実験場搬入．i続いてロケットの

嶽包をとき、点検を行なうたカ：，　異i犬｛まなカ：った．

夕方，実験班と内の浦町役場との親善野球試合を行な

った．

　S月19日：全員打合せ会を行なラ．各班の準備状況

の報告，保安についての説明等が行なわれた．

　8月20日：OT－75およびAT－150のリハーサルを
行たう．

　8月21EE［：OT－75飛しょう，10時OO分　上下角

6C・’、午後はAT－150の飛し上うを予定していたが天候i

不良のため22日に延期になった．

S月22日：AT－150飛しょう．13時00分　上下角

硲，地上風南西4　mls，気温29℃，天候晴．　AT－150

荒しょう後K－8　L－1のリハーサルを行なう、

S月23日：K－8L－1飛しょう．16時15分　上下
角㊧O’，地上域0，気温30℃，天候晴．

1962年10月実験

実験期閥：10月22日～10月29日

案験場所二東京大学生産技徳研究所能代実験場

実験ロケット：L・－7359Sエンジン（地上実験〕

実験班の構成：実験主任　秋葉・副主任　森

甫；’S36名（生研）t所外20匙（プリンス自動車・松下通信・
蕪興通信）
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　　10月22日：1G時記者会見（秋田県庁♪，15時記者・

会見（能代市役所〕実験班の第一班は正午能代実験場

着・笑験器材の一部開欄・第二班は道川の秋田実験場へ

行き器材をジープで能代実験場へ運搬．

　　ユ0月23口：実験器材の開梱および点検，計測室内

の各班の配置の決定を行なう，18時L－735範エンジ

ン実験場に到着，8t。nレツか一によって運搬車より＃言

うす．日没のため投光機を点灯して樒包を開きエンジン

の点検を行なったが異常なし，

　10月24日：午蔚ロケットエンジンのテストベンチ

据付け作業，午後テストベンチの恒温装置作業を行なう．

　10月25日：午前計測器の調整，15時全員打合会．

各班の準備準況、リハーサルおよび保安等について打ち

合せる．

　10月26日：午前麺信連絡の配線作業．午後リハー

サルについて打合せのためチーフ会議を行なう．報道班

の見学があった．

　lO月27　M：午前：）ハーサルを行なう．13時リハー

サル終了．終了後タイムスケジュールの検討を行なう．

　10月28日：午前チーフ会議を行ない各班の準備状

isii，俣安対策について確認を行なった．午後各計測班の

最終調整を行なう一

　10月　29　日L－－735i狛エンジン地」二≡爽験．　14　R寺　ユ5分

点火．地上風北々西0．4m／s，気圧1012　mb，気温12．5

°C，天候ぐ亀り．

　1962年11月実験
　三菜｛験期πil：　11　月　 15　1ヨ～11　メヨ　25　日

　実験場所：東京大学鹿児島宇宙空間観測所

　実験ロケット：】LT－150－1，　SP－15〔｝－3，4，　K・－9　M－1（ID

－11）

　実験班の構成：

　LT・－150，　SP－150－3，4実験主任　玉木・副主任　斉藤

　所内40名（生研），所外U名（プリンス自動車・明星猛気）
iまカ」著こ．アノレ∫寸イ　ト学生6名

　K－9M－1実験主任　玉木・副主任　斉藤

　所内51名（生研・電渡研）所外24名（プiJンス自動車・
日本電気・明星電気・繊河電機・松下通信・ユシヤ製作所）ぼ

かにアルバイト学生6名

　11月15日：IO時鹿児島県協力会，　ll時20分保

安打合会，12時記者会見いずれも県庁にて行なう．

　11月16H：雨天のため屋外作業出来ず，屋内の整

理を行なう．15時内の浦協力会，

　H月ユ7日：実験器材の開樒点検，通信系，風速風

向計，イグナイタ等の各り一ド線の敷設作業を行なう．

　11月ユ8日：14時LT－150－1，　SP－150－3，4の全貝

打合会．各班の準備状況，予定について躍明日のi］ハー

サルについて打合せる．主任より発射方向，発射時刻に

ついての説明が行なわれた．打合せ会終了後消火器，消

火弾の実演テストを行なう，17時ロケット笑験場に到
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ラ皆，

　11．月ユ91」午前LT－・150，　SP－150のリハーサルのた

めの準備作業，午後リハーサルを行なう．

11月2。1三1・LT・一・5e－1，　SP－150－3の飛し・の予定

日であるが，天・候が悪いためチーフ会譲を闘いて検耐し

た結果本日の飛しょう実験は中止と決定した．

11月21－1　：　LT－150－－1飛し・う・11時゜9分上

下角6。・，地」，風北煉3．5m1・，気温18・5℃・気圧

989mb」識くもP．つづいてSP－i5。－3飛し・う・

ユ5時i2分上下角60°，地上風北東2m／s，気温1S．5°

q知1三98S・r・b，天候小雨・16日寺2。分K－9M－1の

全員打舎会．LT－150－1，　SP－・50－3の飛し・う結果に

ついて主任より説明．つづいで制E碑備状況予定に

ついて報告，打合せが行なわれた．

　11．月22日：午前K－9　M－－1の1」ハーサルのための

頭胴部融，・ケ。離立小屋の1暖房装置の聴を：醜

う．11時よリリハーサルに入ったが途中で雨のため中

断し天候持ちになったが天候が回復せずリハーサルは中

止1．なった、午後，今後の日程につ・・てチーフ会灘行

t。う．16時30分粥1テストを行なう・46・8秒｛・て正

常に開頭した．17時より計測器とテレメータのか給

せテストを行なう．

　11月23il1：午前，昨iヨ中断したK－・9　M－1のリハ

＿サルの再開，12時30分リハーサル終了・本1ヨは休

日のため見学毒が多かった．午後チーフ会議を行ない．

各班の準備状況についてチ・・ク，飛し・5Nの発射時

閏について検討を行なった・

　11月24日・午前飛し・う用頭騒醐組立午後明日
のK－9　M＿1飛し，tうスケジ＝・・一ルについて打合せを行

なう、15時で本日の作粟は終コ’し15時3°分より内

の浦町役場と親善野球を行たう．

　11月25N：K－9　M－1飛し：う・U時Ol分」二下

角7S°，地上風北々西2　m／sec，気温15．5℃、気圧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　1

5t～　1豊　　御f　究

995mb，天候くもり．　，／P後〆ンついてSP一150－4到逡しょ

う．15時11分⊥：下角65°，地．1・風0・気ll乱t　18・5°C，

気圧99L　5　mb，天候うすぐも1，・）　－

　1962年12月実験

　実験期問：12月131ヨ～12月2011・t

　笑験場所1東京大学鹿児島宇’耐空llij観測所

実験・ケ。卜・K－＋S－11（CR－6、　GA－2・RN－1）・SO－

150－1

　実験班の構成：

　1〈－8－11実験主任　斉藤・副主任　玉木

　所内52名（生研・理研・京大・東京天文台・JE北大）所外

22名（プリンス自動車・日縄気・明星1齢い久保鵬象瀧
．ユシヤ製作所）ほかにアルバイト学生7名

　SO－150－1実験主任　斉藤・副主任　玉木

所内4。名（生研）所外ユ6名（プリ・ス自馴三’日就気・

明星電気・松下通信）ほかにアルバイト学生7名

　12　，月　　13　　［」：　10　U寺鹿ワ己麗占リ1キt症ゐソコ会・　　11　il寺｛≒匙安手∫』合

会，12時記者会見いすれも県庁にて行なう．

　午前実験器材の開梱，午後ロケット搬入のためのラン

チ＋点の清掃，16時15分・K－8－11・SO－150・’1ロケワ

ト実験場に搬入，ただちに組立て小壁にて開施1，点検を

行なったが，輸送中に異常はなかった模様である・

　12月14LI：雨天のため匿外作婁できす，屋r智の嵩

材の整理〆1・御田陪欄した・ケ・トの台1・ゆ引’F羅

行なう．15時内の浦協力会な行なう・

　12月15日・’1・・i〕yrK－S－11　c・）ランチ樋し・尾難

儒を行なう．ユ4時．K－8・－11・・）圭員打合島：1｝YEの準

備状況および予定の報告が行なわれ，主任より：発射詩問

の説呪開頭テストについて・り楓情が行なわれた・16

時よリテレメータとPI各計測器のかみ合せテストが「1

な2つオ』しtこ．

12月161…1、11時15♪｝よ1．〕K－S－11　・）・’Jハーサ

ルを行ない15時1⑪分終了．16時頭胴招；の1碑墜テス

L17時舛マおよびプ・’・・’i・・の1’働テ卦を行t・・
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身∫　15巷　　身‘　7　号

式こ，

12月17t：i・：午前飛しょうJij・1・c・－8－11の卿繍1超億，

午後内の浦町役場と親韓野球試合を行なった．

　12月18日：K－8－11飛し．：う．14時03分上下角

79°・地上風酉1m／・み《ll・t　13℃、気圧98a　5　mb，天候

はれ・ユ購45分SO－15。－1の全廻∫合会，繊の準

1輯状況および予定について報’】L　リハーサルについて打

台せが行なわれた・16時チーフk、灘1用き作業の詳細

について打台せを行なった．

　12月19口：SO－150－1のリハーサル．途中テレメ

ー飛f磯の1｛野・が悪く・li断し17時30分N　f｝・　t・Yのte“t

リハーサルは途中までで取り止めることになった．

12　JJ　201≡］1　SO－150一工飛し・う一12時11分」、下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　337

角7°°・地上剛ヒ東蜘・，’・（if，ilL　13・c，？t・Jl、［三99・）、mb，

天候くもり．

以上で飛し・瑛撫よび地」茨験の欝は終摘が
実灘果についてはモれそれ実腱任が本誌に執筆して

いるのでここでは省1略する，第工表に飛しょうしたロケ

ットのデータを示す．

㈱1にわたる飛し・げ一タ・ri　．］［zび関連資料は糸川研

究室SEデー班〃一・・側多されている．就SE記

録班で1雛し・漢験緯ぴ地上実験に鶴姐6ミV
記録映画をで職し・現在までにイ械された約8。都SE

データセンターに保管されている．

　　　　　　　　　　　　　　　（⊥963年4月工6日員理）

箪 者

　O糸　川　英　夫　教授　工博　専攻　システム工学

　　　　木　　　界　麺授工博専攻　通借機器学　o高
　◇蔚　　　　田　憲　一　京都大学教授　工博　尋攻　電子工学
　〈〉畑　中　　　　　武　夫　教授（理学部）　理博専攻天体物理学
　◇玉　木r章　夫　義授　工博　専攻　気体力学・熟学
　◇斎　　　　　成　又　教授　工博　算攻　応用冠子工学　　　　藤

　◇野村民也最授工博専攻電気制御学
　o森　　　　　大吉郎　助教授　工博　尊攻　材料力学・機積
　　　　　　　　　擬動学
　◇三石　　　智　按富　専攻気体力学・熱学

Qi・J：蘂錬二郎幼簸工tw轍システムエ学
　◇広沢曝夫按官専攻同上
　◇北　坂　駅　秀　技術員　専攻　同上
ぐ中　野　　　旭　助手専攻　ロケ・1ト工学
ぐ冨　山　　　巌　科学技術庁　（元技官〕　専攻　同上

◇實　藤　良　夫　義授　工搏　専攻　溶接工学
◇大　井　光四郎　教授　工博　専攻　材料力学
◇小　．倉　公　達　鼓官　専攻　同上
’う時　宋　　　価　プi）ンス臼動車工．准KX

・」檀辺　　　勝　教授　理樽　専攻応用数学
◇岡　本　通　子　技官　専攻　同上
◇大井　寛彦　臼本rE　ts［KK通信技術研究所
◇輻　井　真　一　伺上
◇梶　谷　光　男　同上
◇高　楕　槌　一　同上
◇鳥　井　知　驚　　洞上

◇山　下　不二雄　同上

◇稻1蹴洋右1司上
◇描　山　幸　嗣　助手専攻応用電子工学
◇横　山　茂　士　按官　専攻電気鰯卸学

◇井上浩三郎技術員専攻同上
〈〉村　班　由紀夫　同上　専攻　同上

◇片山傅生礪本電気KK
〈〉樫　本　俊　弥　三憂電機KK

◇灌辺　優同上
◇市川　　満　披術員　専攻通儒機艀学
◇関　口　　　登　技街員　専攻　同上
◇最谷部　　　望　助手「専攻　1司上

ε灘欝灘照轍応用電子・・学
o亀尾　要　道　助手　専攻　応用殖子工学
◇中　村　日　色　　　　　　　　　松下通信工業KK

l罷1欝1燕欝論
3舷講罐シ犠膨ステムエ学
灘宗夢轡勢昌動塁窒滋テムエ学

紹

〈〉中　村

◇植　村
〈〉田　中

◇金　沢
◇喜久里
〈〉岡　宮

◇黒　河
〈〉伊　藤

◇山　木

◇北　漂
〈〉丸　安

◇中　村

◇平　尾

◇申

◇中

◇竹

舩奥大建杢曲土

一下渡池

弓◇〈YV

津高山佐安◇◇◇◇◇

介

　　　　　巌　プリンス臼動単工楽KK
　　　桓義　助教捜工博専攻請密機器学
　　　勝　也　　　　　　　技官　専攻　同上

　　　和夫鼓官尊攻同上
　　　　　豊　按衛員　専戻　同上
　　　誠　一　鼓衛員（写真蚕）

　　　喜　昭　元鼓術員　専攻　糖密機鼎学
　　　寛　治　勘手　専攻　同上
　　　芳　孝　鼓官　算攻　同上
　　　時　雄　技術員　専攻　同上

　　　　　和　教授　工博専攻測量学・土木構造学
　　　　　夫　　　　　　　助手　lj：JX’　同上

　　　邦雄　郵政省雇波研究所理博専攻地球
　　　　　　　物理学
騎左喜雄　理化学研究所理博専攻物理学
　内　　　　　同上
　井　　　需　同上
沢　忠　良　同上
塚　好造　久保田気独測羅KK古河研究所
矢　幸　司　同上

iE愛舞鍵舞囎轍塒物群
水　義　雄　KK測鐵舎
塚　　　正　同上
畑　正　秋　数授（東京炎文台）理博　専攻　天文学

村　正年　東京載育大学光学研究所助教授理鍵
　　　　　　専攻　物理学
村　　　強　按官（東京天文台）　専攻　数学

村　純　　　助薮授（薮養学部）理博　宴攻　物理学

屋　芳　夫　大阪市立大学無授工博螺攻　電気
　　　　　　工学
本　治　弥　京都大学
本　陸　昭　大販市立大学
窟　　　寛　京都大学
部　　　渉　大阪市立大学

甘磐　誤　京都大学助鍛授　工博電子工学
倉　達　雄　助鍛授（束京天文台）理博専攻天文学
手　鍛　　　　彦　理化学研究所（元電々公社喧気通信研
　　　　　　究所）「工博　専攻　／t．｛電物理≠・プラ

　　　　　　ズマ物理学
宮　虎　捷　同上　理博　尊攻　物理学
村　　湖二瑚　ホ所事務官・事務！補佐
理　臆　彦　同上・硬測ロケット掛長

辺　　　陶　助教授工博専攻　建築み【え・機蓬
　　　　　　学
田　昌　明　技官　専攻　測量学・土木描造学
中　　泓　澄　助手　専攻　電気制御工学
脇　菊　夫　技術員　：31：攻　システム工墨

伯　借　吾　鼓術員　専攻　同上

田　良　平　本所技富・写真掛長
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